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■ソーシャルキャピタル創出におけるNPOの役割  

〇〇 〇〇（〇〇大学） 

 

ソーシャルキャピタルの創出に、NPOが重要な役割を

担うことは、これまでにも数多くの研究で議論されてき

た。しかし、実際にNPOがどのように、どのようなソー

シャルキャピタルを創出しており、そのためにはどのよ

うな視点や手法、戦略を用いているのかに関しては、いま

だ解明の余地がある。本稿では、こうした点について海外

における取り組みを比較分析し、NPOがどのようにソー

シャルキャピタル創出にむけて取り組んでいけるのかを

検討した。 

ソーシャルキャピタル・インク（Social Capital Inc.）（ア

メリカ）、全国ボランティア団体協議会（The National 

Council for Voluntary Organizations (NCVO)）（イギリス）、

という、ソーシャルキャピタルの形成や啓発をミッショ

ンにしている団体や、ソーシャルキャピタルの視点を取

り入れた活動やアドボカシーを行なっているNPOの取り

組みを比較分析した。ソーシャルキャピタル・インクにつ

いては、2006年 5月に実施したインタビュー調査を、全

国ボランティア団体協議会については、2005年 2月に筆

者が参加した内閣府経済社会総合研究所『コミュニティ

機能再生とソーシャルキャピタルに関する研究調査報告』

の欧州インタビュー調査を各々踏まえている。 

(http://www.esri.go.jp/jp/archive/hou/hou020/hou015.html) 

NPOには、個人、組織、地域、国という、様々なレベ

ルにおいて、ソーシャルキャピタルを創出する役割があ

る。個人レベルでは、個人のボランティアや寄付を促進し、

参加の機会の拡大を提供する。組織レベルにおいては、自

らの組織内においてソーシャルキャピタルを構築できる。

地域レベルでは、地域ガバナンスやコミュニティ活性化

につながる。国レベルでは、自らと関わりのある政策につ

いて、ソーシャルキャピタルの視点を取り入れた評価や

アドボカシーを行なうことができる。 

また、NPO の目的や機能の違いにより、結束型

（bonding）、橋渡し型（bridging）、連結型（linking）など

性質の異なるソーシャルキャピタルの創出機能や戦略を

有していることもわかった。 
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